


































 実験には市販の縦 270 mm×横 180 mm×高さ 120 mm
のプラスチック容器を使用し，飼育実験溶液 2.5 L を
投入した．飼育実験溶液中のクロロフィル a (Chl.a)濃
度は約 400μg L-1とした．実験中はエアレーションを充









均 0.12g のカワヒバリガイを各 10 個体ずつ投入した． 
 実験方法は，二枚貝の濾過速度を測定するのに多く
用いられている間接法８）を採用し，実験開始時から 1




















式(Nakamura et al. 10）)を用いた． 





開始時の濁度(mg L-1)，Cbt：対照区の容器内での t 時間
後の濁度(mg L-1)を表す．(1)式を対照区の変化量で除し
て，以下の(2)式のように変換し，縦軸を無次元化した．  
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図 1 カワヒバリガイの濁度除去率 
（実線は明条件，破線は暗条） 









縦軸として示した．図 1 より，カワヒバリガイは 6 時




３－２．カワヒバリガイの Chl.a 除去量の経時変化 
同一実験でのカワヒバリガイの Chl.a の除去量を図
2 に示した．明・暗条件ともに実験開始時から 6 時間
後の間に Chl.a が一時的に増加するなど，やや不安定
な経時変化を示したが，全体的には減少傾向を示した．
実験開始から 6 時間後の値は，明・暗条件ともに Chl.a
を減少し，明条件では実験開始 6 時間後に 9％，暗条 




３－３．カワヒバリガイの TOC 除去量の経時変化 
実験開始から6時間後までのTOC減少の経時変化を




変化は少なく 6 時間で 34％(100％－66％)の減少が認
められた． 
 
３－４．カワヒバリガイの TN 除去量の経時変化 
TOC 同様に，実験開始から 6 時間後までの TN 減少
の経時変化を図 4 に示した．明・暗条件ともに実験開
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図 3 カワヒバリガイの TOC除去率 
（実線は明条件，破線は暗条） 













































図 5 カワヒバリガイ軟体部湿重量 1gあたりの 
各態炭素の除去量（■：TOC，●：DOC，△：POC） 





暗条件で 34％の TOC を減少していることが分かった
ので， TOC が溶存態か懸濁態であるかを知るために，
DOC(溶存態有機炭素)と POC(懸濁態有機炭素)を計測
した．POC は POC＝TOC－DOC により算出した．そ
の結果を明条件は図 5 に，暗条件は図 6 にそれぞれ示
した．なお縦軸の単位は 0 時間を基準とした増減値で
示した．DOC の減少はほとんど認められずに，POC
値に大きな減少があり，TOC の除去は POC であり，




図 4によって，6時間に明条件で 27％，暗条件で 29％




















息するタイワンシジミ Corbicula fluminea (外来種)，イ
シガイ Unio douglasiae nipponensis，マツカサガイ
Pronodularia japanensis，ササノハガイ Lanceolaria 
grayana，ドブガイ Anodonta woodiana，カワシンジュ
ガイ Margaritifera laevis，オバエボシガイ Inversidens 
brandti との濁度の除去量を比較し図 9 に示した．種類
毎の個体の大きさによる影響が，濁度の除去量に与え








































図 7 カワヒバリガイ軟体部湿重量 1gあたりの 
各態窒素の除去量（■：TN，●：TDN，△：PON） 























度，POC，PON の 6 時間後の収支は，いずれも概ね 30％
を減少させた．また，実験の結果から計算されたカワ
ヒバリガイ 1 個体あたり 1時間の濾水量(Filtration rate)
は，約 112 ml ind-1 h-1であった．これは，Sylvester et al.







時間に濁度で約 30％，Chl.a で約 9％，POC の明条件
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6 時 間 後 の 濁 度 除 去 率 （ 軟 体 部 湿 重 量 1 g あ た り ）
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